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研究協力のお願い 

この研究は、大阪医科薬科大学 研究倫理委員会にて審査され、研究機関の長の許可を受けたう

えで実施しております。ご理解・ご協力のほど、よろしくお願い致します。 

大阪医科薬科大学病院 

消化器内視鏡センター 

記 

研究の名称 

未分化型早期胃癌に対する内視鏡的粘膜下層剥離術の適応拡大に関する第Ⅱ

相試験 

対象 
JCOG1009/1010 に御参加頂いている早期胃癌治療後の患者さん 

研究期間 研究実施許可日 ～ 2025 年 3月 3 日 

試料・情報の利用

目的及び利用方法 

利用目的：JCOG1009/1010 に御参加頂いている患者さんにおいて、内視鏡治

療困難例と非困難例に分け、困難例の割合を算出します。また、

治療困難な病変の治療前因子に関する解析を行い、内視鏡治療困

難例に関連する治療前因子を探索します。 

 

利用方法：以下の情報について解析を行います。 

① 全治療例のうち ESD (内視鏡的粘膜下層剥離術)治療困難例の割合 

② 全治療例のうち、治療前因子別の ESD 治療困難例の割合 

③ 治療前の ESD 困難因子の検討 

 

JCOG1009/1010 にて調査票ですでに収集している項目： 

施設名、登録日、性別、年齢、登録時腫瘍の最大径、原発巣の主な組

織型、原発巣の主肉眼型、主占居部位、内視鏡による占居部位（断面

区分）、主使用処置具、登録時のピロリ菌感染の有無、術前上部消化管

内視鏡時における胃粘膜萎縮の程度 

 

本副次的解析のために新たに収集する項目： 

治療前の病変部における背景粘膜の胃粘膜萎縮の有無 



利用し、又は提供

する試料・情報の

項目 

情報：検査データ、診療記録等 

研究者名 

【研究責任者】 

 消化器内視鏡センター センター長 竹内 利寿 

参加拒否の申し出について 

 ご自身の診療情報を研究に利用させて頂くことに対する問い合わせ、参加拒否を申し出た

い場合は、下記の連絡先までお願いいたします（対象者の代理人からの申し出も受付いた

します）。参加拒否の申し出をされた場合は、研究の対象から削除し、研究利用をいたし

ません。しかしながら、研究結果が出た後の参加拒否の申し出については、研究の対象か

ら削除することができかねますので、予めご了承ください。 

＜問い合わせ窓口＞ 

 〒569-8686  大阪府高槻市大学町2番7号 

大阪医科薬科大学病院  消化器内科 

 担当者 菅原 徳瑛  

 連絡先 072-683-1221（代） 内線：53932 

  



 

研究参加拒否書 

大阪医科薬科大学 学長  殿 

大阪医科薬科大学 病院長  殿 

 

大阪医科薬科大学病院  消化器内視鏡センター 

研究責任者  竹内 利寿  殿 

 

研究の名称 
未分化型早期胃癌に対する内視鏡的粘膜下層剥離術の適応拡大に関する第Ⅱ相

試験 

 

私は、上記研究への参加について検討した結果、研究参加を拒否いたします。 

年     月     日 対象者 住所 

  氏名（自署） 

※ご本人が自署できない場合は、代諾者の方がご記入ください。 

代諾者（続柄：     ） 

  
住所 

  
氏名（自署） 

 


